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被害にあった人は、こんなに傷ついています

被害にあった人は、大切な人を失った悲しみに

よって、心に大きな穴があいたような気持ちや寂
さび

しさをかかえたり、会社や学校などでも、事件の

ことを思い出すと何もできないほど落ちこむなど

心に大きな傷
きず

を受けるほか、事件のけがによる

障害
しょうがい

や後遺症
こういしょう

によって、事件前と同じ生活を送る

ことができなくなるなどの身体的な被害を受ける

場合があります。

お金の面では、被害によるけがを治療
ちりょう

するため

のお金だけでなく、障害をおったり、精神
せいしん

的な

ショックが大きすぎて仕事を続けられなくなるこ

ともあり、生活のためのお金、学校に行くための

お金に困
こま

ることがあります。

被害にあった人に、心の被害、身体的な被害、お金や仕事の面での被害についてど

のくらい深刻
しんこく

と感じたか聞きました。「一生回復できない」ほど深刻だと感じる、「回復

までかなりの時間がかかる」と感じると答えた人は、心の被害で約60％、身体的な被

害で約40％にのぼりました。被害者がかかえる傷は深く、すぐに回復できるものでは

ないことがわかります。




